
「就労
しゅうろう

（労働
ろうどう

及び
お よ び

雇用
こ よ う

）」合同
ごうどう

作業
さぎょう

チーム
ち ー む

報告書
ほうこくしょ

の概要
がいよう

 

座 長
ざちょう

 松井
まつい

 亮
りょう

輔
すけ

 

 

１．はじめに（作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の検 討
けんとう

範囲
はんい

） 

 本 作 業
ほんさぎょう

チーム
ち ー む

では、障 害 者
しょうがいしゃ

の労 働
ろうどう

および就 労
しゅうろう

施策
しさく

のあり方
かた

について追加
ついか

開 催
かいさい

も含
ふく

め、6 回
かい

にわたり検 討
けんとう

した。その主
おも

な検 討
けんとう

内 容
ないよう

は、つぎのとおり。 

① 障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に盛
も
り込

こ
むべき、労 働

ろうどう
及
およ

び雇用
こよう

に関
かん

する基本的
きほんてき

事項
じこう

 

② 総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の守備
しゅび

範囲
はんい

（労 働
ろうどう

分野
ぶんや

との機能
きのう

分 担
ぶんたん

など） 

③ 就 労
しゅうろう

系
けい

日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

（就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事 業
じぎょう

、就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
がた

・Ｂ型
がた

事 業
じぎょう

、 生 産
せいさん

活 動
かつどう

に取
と
り組

く
む 生 活

せいかつ
介護
かいご

事 業
じぎょう

）、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

（地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー）や小規模
しょうきぼ

作 業 所
さぎょうじょ

のあり方
かた

 

④ 障 害 者
しょうがいしゃ

雇用率
こようりつ

制度
せいど

および差別
さべつ

禁止
きんし

と合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

などを含
ふく

む、一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

施策
しさく

のあり方
かた

 

⑤ 福祉
ふくし

と労 働
ろうどう

及
およ

び雇用
こよう

にまたがる制度
せいど

と労 働 者 性
ろうどうしゃせい

の確保
かくほ

のあり方
かた

 

⑥ ⑤との関 連
かんれん

で、多様
たよう

な就 業
しゅうぎょう

の場
ば
としての社 会

しゃかい
支援
しえん

雇用
こよう

・社 会 的
しゃかいてき

雇用
こよう

・

社 会 的
しゃかいてき

事 業 所
じぎょうしょ

のあり方
かた

 

 

２．総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

に含
ふく

めるべき事項
じこう

 

（１）現 行
げんこう

の就 労
しゅうろう

系
けい

日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

および小規模
しょうきぼ

作 業 所
さぎょうじょ

などを、就 労
しゅうろう

を中 心
ちゅうしん

とした「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」および作 業
さぎょう

活 動
かつどう

や 社 会
しゃかい

参加
さんか

活 動
かつどう

を中 心
ちゅうしん

とした「作 業
さぎょう

・活 動
かつどう

系
けい

事 業
じぎょう

」に再 編
さいへん

成
せい

する。前 者
ぜんしゃ

については、同 事 業
どうじぎょう

に従 事
じゅうじ

する障 害 者
しょうがいしゃ

の労 働 者 性
ろうどうしゃせい

を確保
かくほ

するという

目 標
もくひょう

からは、障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促 進 法
そくしんほう

またはそれにかわる新 法
しんぽう

（労 働 法
ろうどうほう

）

で規定
きてい

することが望
のぞ

ましいが、当 面
とうめん

は、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

に含
ふく

める。一 定
いってい

の

期限
きげん

を定
さだ

め、見直
みなお

すこととする。後 者
こうしゃ

については、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

として総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

に含
ふく

める。 

（２）「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」等
とう

に適 切
てきせつ

かつ安 定
あんてい

した仕事
しごと

を確保
かくほ

するため官 公 需
かんこうじゅ

や

民 需
みんじゅ

の優
ゆう

先 発 注
さきはっちゅう

の仕組
し く

み等
とう

を整備
せいび

する。 

（３）「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」で就 労
しゅうろう

する障 害 者
しょうがいしゃ

の利 用 料
りようりょう

は撤
てつ

廃
はい

する。 

総 合
そうごう

福 祉
ふくし

部 会
ぶかい

 第
だい

15 回
かい
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３．障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促 進 法
そくしんほう

に含
ふく

めるべき事項
じこう

 

（１）障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

第
だい

27 条
じょう

[ 労 働
ろうどう

及
およ

び雇用
こよう

]で求
もと

められる労 働
ろうどう

への権利
けんり

、

障 害
しょうがい

に基
もと

づく差別
さべつ

の禁止
きんし

、職 場
しょくば

における合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の提 供
ていきょう

の確保
かくほ

にか

かる規定
きてい

を設
もう

ける。 

（２）雇用率
こようりつ

制度
せいど

に基
もと

づく雇用
こよう

義務
ぎ む

の対 象
たいしょう

を、精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

を含
ふく

むあらゆる

種 類
しゅるい

の障 害 者
しょうがいしゃ

に広
ひろ

げるとともに、就 業 上
しゅうぎょうじょう

必 要
ひつよう

な支援
しえん

を 明
あき

らかにする

総 合 的
そうごうてき

なアセスメント
あ せ す め ん と

の仕組
し く

みを整備
せいび

する。 

（３）雇用率
こようりつ

制度
せいど

の対 象 者
たいしょうしゃ

の拡
かく

大
だい

に関 連
かんれん

して、雇用率
こようりつ

（引
ひ
き上

あ
げ）および納付

のうふ

金
きん

制度
せいど

（納付
のうふ

金
きん

の額
がく

や助 成 金
じょせいきん

の対 象
たいしょう

範囲
はんい

と給 付
きゅうふ

期間
きかん

）を見直
みなお

す。 

（４）「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」等
とう

への民 間
みんかん

企 業
きぎょう

からの発 注
はっちゅう

を確保
かくほ

するため、発 注
はっちゅう

額
がく

に 応
おう

じて雇用率
こようりつ

に算 定
さんてい

できる制度
せいど

及
およ

び、 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

に基
もと

づく

施設外
しせつがい

就 労
しゅうろう

や納付
のうふ

金
きん

制度
せいど

に 基
もと

づくグループ
ぐ る ー ぷ

就 労
しゅうろう

を 発 展
はってん

・ 拡 大
かくだい

し、

企 業 内
きぎょうない

就 労
しゅうろう

をさらに 促 進
そくしん

するため、受
う
け入

い
れ 協 力

きょうりょく
企 業
きぎょう

の雇用率
こようりつ

に

算 定
さんてい

できる制度
せいど

を導 入
どうにゅう

する。 

 

４．今後
こんご

の検 討
けんとう

課題
かだい

 

（１）「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」にかかるパイロット
ぱ い ろ っ と

・スタディ
す た で ぃ

の実施
じっし

と結果
けっか

の検 証
けんしょう

 

（２）「 就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」に 賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

制度
せいど

を 導 入
どうにゅう

するための 所 得
しょとく

保 障
ほしょう

制度
せいど

（障 害
しょうがい

基礎
き そ

年 金
ねんきん

など）との調 整
ちょうせい

のあり方
かた

の検 討
けんとう

 

（３）障 害
しょうがい

の社 会
しゃかい

モデル
も で る

を基礎
き そ

とした雇用
こよう

・就 労
しゅうろう

施策
しさく

を検 討
けんとう

する基礎
き そ

資 料
しりょう

を

得
え
るために国

くに
の基幹

きかん
統 計
とうけい

調 査
ちょうさ

において障 害
しょうがい

の有無
う む

を尋
たず

ねる設 問
せつもん

を入
い
れ

た全 国
ぜんこく

調 査
ちょうさ

を尐
すく

なくとも 1 回
かい

実施
じっし

する。 

（４）障 害 者
しょうがいしゃ

の一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

・自営
じえい

に係
かかわ

る労 働
ろうどう

施策
しさく

等
とう

と福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

にかかる

福祉
ふくし

施策
しさく

を一 体 的
いったいてき

に展 開
てんかい

できるようにするための行 政
ぎょうせい

組織
そしき

などの再 編
さいへん

 

 

５．以 上
いじょう

の 検 討
けんとう

課題
かだい

についてフォロ
ふ ぉ ろ

ーし、実現化
じつげんか

をめざすための今後
こんご

の 検 討
けんとう

体 制
たいせい

づくり 

 



６．他
ほか

の作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

との調 整
ちょうせい

が必 要
ひつよう

な事項
じこう

 

（１）パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

など介護
かいご

サービス
さ ー び す

事 業
じぎょう

の守備
しゅび

範囲
はんい

 

（２）ワンストップサービス
わ ん す と っ ぷ さ ー び す

の整備
せいび

 

（３）デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーの機能
きのう

 

（４）他
ほか

の福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

事 業
じぎょう

とは異
こと

なる「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」の位置
い ち

づけ 

（５）障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

による日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

としての就 労
しゅうろう

支援
しえん

事 業
じぎょう

 


